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　――まずは自己紹介をお願いしま
す。
　西島　ＣＡＣエクシケアに入社し今
年で４年目になります。医薬品の副作
用症例を収集・解析する「安全管理業
務」の仕事をしており、チームリーダ
ーとして業務に当たっています。
　内田　シミックホールディングスに
入社後、ＣＲＡ職として被験者データ
が記入された症例報告書の回収やチェ
ックを行うモニタリング業務を５年経
験し、その後アジア事業統括部に異動
しました。今は、日本や欧米の製薬企

業が台湾・韓国・中国・アセアン地域
などへ展開するお手伝いをしていま
す。
　――就職されたときに、ＣＲＯとい
う職種はご存じでしたか。
　西島　情報誌にＣＲＯの求人が掲載
されていて、製薬企業以外にも医薬品
開発に関われる職種があることを知り
ました。製薬企業では、自社の医薬品
の開発に力を注いでいきますが、ＣＲ
Ｏではいろいろな製薬企業の医薬品開
発に携われる分、仕事に広がりがあり
そうという印象で、それも面白いのか
なと思いました。あと、ＣＡＣエクシ
ケアのもう１つの強みであるＩＴ関連
の仕事をしたかったというのもありま
す。
　内田　大学の授業でＣＲＯという職
種を知り、就職活動をするときにはＣ
ＲＯが１つの選択肢になっていたの
と、実際に就職された大学の先輩もい
ましたので、ある程度イメージはでき
ていました。
　新薬開発に携わりたかったので、製
薬企業かＣＲＯかという２つの選択肢
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　日本だけではなく全世界同時での医薬品開発を目的と
した「国際共同治験」が増加している。様々な地域の患
者さんを対象に、医薬品としての有効性・安全性を検討
する大規模なプロジェクトで、厳しい審査を乗り越え承
認されれば、全世界ほぼ同時期に患者のもとへと届けら
れる。新薬開発に国境がなくなりつつある中で、製薬企
業の医薬品開発を支援するＣＲＯ（医薬品開発受託機関）
の果たすべき役割も大きくなってきた。薬学部出身のＣ
ＡＣエクシケアの西島信明さん、シミックの内田有美さ
んは、海外の開発担当者と日夜やりとりしながら、成長
を続けている。今回は、日本ＣＲＯ協会広報ＣＴの南丈
裕氏を司会に、一木龍彦会長、植松尚理事長を交えた５
人にグローバルの医薬品開発業務に対するやりがいや魅
力などを語ってもらった。

を持っていました。私は学部卒だった
ため、製薬企業の開発職への就職が
難しいという現実もありましたが、１
つの会社のやり方だけではなく、い
ろいろな会社のやり方を学びながら、
いろいろな領域にもチャレンジしたい
という思いもあり、ＣＲＯを志望しま
した。

　――お２人は海外という舞台で仕事
をすることをどう捉えていましたか。
　西島　入社当初は、海外を相手に仕
事をしているという実感はそれほどあ
りませんでした。働いているうちに、
グローバルを意識するようになってき
ました。
　内田　幼い頃海外で暮らしてきたの
で、いつかは英語をツールに仕事がで
きたらいいなと思っていました。最初
は国内試験を担当していましたが、グ
ローバル試験を経験した後、キャリア
アップのために現在のアジア事業統括
部に異動しました。
　――普段の業務で、英語はどの程度
使われていますか。
　西島　窓口を介して業務上のやりと
りを行っています。日本語のものを英
語に翻訳する業務がメインです。
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